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パートナーシップでSDGsを加速

福島　普段取り組んでいる工場の省エ
ネ化でいうと、例えば当社にはショベ
ルの稼働状況をリアルタイムで把握で
きるシステムがありますが、生産設備
には導入できていません。ショベルの
技術を活用して、稼働状況の見える化
や故障予知などができたら、CO2の排
出量もおのずと減るので、そういうス
マート工場化も検討できないかと考え
ました。それに、SDGsはもっと日常
的な場面でも活用できると思います。
SDGsへの理解が全社に浸透すれば、
空調や照明の省エネも地球環境だけで
なく、自社の持続可能性につなげて考
えられます。まずはそういった「自分
ごと化」が重要ですね。
冨髙　自分ごと化した上で、社外との
関係に活用したいです。今、欧州やオー
ストラリアでのICT建機の展開を企画
しているのですが、現段階ではICT建
機がどうSDGsにつながるかは明確に
できていません。生産性向上だけでな
く、CO2削減をはじめSDGs目標達成
にこれほど貢献できるのだとぜひア
ピールすべきですね。お客さまに対し、

よりポジティブな動機付けを与えられ
るような販売促進策やマーケティング
をめざしたい。
寺田　アフターサポート体制の向上を
通じて、当社の機械をより長く使って
いただくとともに、「お客さまが “つか
う責任” を果たすために、メーカーが
できること」を今後考えていきたいで
す。そのためには目標17のパートナー

シップの推進が重要です。私の担当す
る南アフリカでは、エンドユーザーと
の間に地域統括会社や代理店が関わり
ます。各拠点とパートナーシップをしっ
かり築いてはじめて、エンドユーザー
を意識した活動ができると思うので。
大和田　私は今まで「中古車を仕入れ
て、売る」という部分に注力してきた
ので、もっと各部門とのつながり、特
に売った後の使用段階でのサポートな
どを意識して仕事しないといけないと
痛感しました。中古車として機械を長
く使っていただき、そこから得られる
収益を最大化していくことが主要命題
ですが、それを達成するためには買い
手のことを深く考える必要があります。
販売先の利用状況を詳しく分析し、よ
り良い提案をする。サービス部門と協
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今後、SDGsを競争力強化や事業創造にどう結びつけていくのか。
CSRや環境・社会課題に関する施策を全社統合的に進めるサステナビリティ推進本部に

日立建機グループがめざすSDGsのあり方を聞いた。

バリューチェーン全体を通して
社会課題の解決に貢献する

新しい価値を創造
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業して、サポート体制もしっかりと構
築していかなければいけないですね。
ジェイク　そうですね。最初にも言い
ましたが、規制がないオーストラリア
では厳しい排ガス規制をクリアした日
立建機の製品を買わない人が多い―。
谷垣　SDGsの目標にもあるように、世
界では低炭素化が求められていて、電
動ショベルやハイブリッド油圧ショベ
ルのニーズは高まりつつあります。現
状では、リチウムイオンバッテリーな
どの電動部品の価格の高さが普及の
ネックになっているんです。
ジェイク　そうした中で、お客さまと
のコミュニケーションは非常に重要だ
と考えています。パートナーシップを
推進することで日立建機ならではのバ
リューを提供し、現地経済にも好循環
を与えていきたいと思いました。
谷垣　開発を進める上でも、ライフサ
イクルを考えたビジネスモデルが重要
だと思っています。例えば電動部品が
故障したときにすぐ交換できるサポー
ト体制を整えるなどですね。それには、
いろいろな部門の方の協力が不可欠な
ので、その意味でも他部門との連携を
ますます意識していきたいです。

国内拠点だけでなく海外工場でも省エネ化を進めたい

海外のお客さまと日本の橋渡しになり、パートナーシップを強化したい

世界中のお客さまにICT建機を使っていただき、SDGsへの貢献を感じてほしい

お客さまの「つかう責任」
をメーカーとして

サポートしていきたい

良質な中古車の供給で資源の消費を抑えたい

ライフサイク
ルを

考えたビジネ
スモデルを
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たい

員が自宅でお子さんと過ごしながら現
場での仕事を続けられる可能性すらあ
ります。テクノロジーを通じてジェン
ダー平等にも貢献する―。そんなイ
ノベーションを生み出せたらすてきで
すよね。当社は建設機械メーカーとい
う印象が強いかもしれません。しかし
2030年より先の未来には、『課題に直面
したら真っ先に思い出してもらえる会
社』でありたい。これからも社会的課
題に真っ正面から挑んでいけば、きっ
とそんな会社になれるはずです」
　もちろんイノベーション創出には、
日立建機グループ全体の分野横断的な
連携が欠かせない。
 「当社の経営規模は拡大を続け、いま
や全世界あわせて約25,000人近くの従
業員が活躍しています。そんな中で
『SDGs』は、各事業部門での連携を行
う共通言語になりうると考えています。
サステナビリティ推進本部が中心と
なって、今後もSDGsをビジネスへ取
り込んでいきたいと思います」（大平）

　「当社は以前から『社
会課題の解決による価値
創造モデル』を継続的に
推進してきました。SDGs

を戦略に取り込むことは、
新たな価値を創造する契
機になります。2030年の
SDGsの達成目標を成長
戦略につなげるためにも、
今後は具体的な戦略や実
行計画のかたちに落とし
込んでいくことが重要。
SDGsを新たな起爆剤と
して、ぜひ『勝てるストーリー』を作
り上げていく必要がある」（サステナビ
リティ推進本部CSR・環境推進室 部長 

大平修司）。SDGsと成長戦略の関係性
をこのように示す。
　日立建機がSDGsへの対応において
重視しているのが「バリューチェーン」
全体での課題解決と価値創造だ。例え
ば建機の電動化・ハイブリッド化を進
めることは、省エネ化・省人化につな
がり、CO2排出削減に貢献する。しかし、
それが建設現場にたった1台導入され
るだけでは効果は限られてしまう。そ
こでConSite※によって複数の建機の稼
働状況を管理したり、故障を予知する
ことができたりするシステムの開発に
も取り組んでいる。さらにICT技術を
活用し、鉱山運営全体を最適化するこ
とで環境価値も向上できるソリュー
ションの事業化も進めている。
 「当社が原材料を調達し、製品を製造・
販売し、それがお客さまに使用され、
最終的に廃棄されるまでの長いライフ

サイクルにおいて、SDGsの17の目標
がどのように関わるのか。日立建機は
どこで強みを発揮できるのか。バリュー
チェーン全体で課題解決と価値創造を
考えることが重要です。資源の循環的
な利用などに貢献できる部品の再生事
業を海外で展開すれば、結果的に地域
の雇用拡大にもつながります。SDGs

の17の目標は、建機を見ているだけで
は気付きにくかった社会課題と当社と
の関係性に気付きをもたらしてくれて
います」（同本部の鈴木圭一）

 「SDGs」は
イノベーションの起爆剤であり、
グループの求心力

　SDGsは日立建機にとって未来のイ
ノベーションのヒントももたらすもの

だ。同本部の金麗花は次のように語る。
 「もし将来的に建機の無人化施工技術
が確立され、既存ICT技術との融合に
より、熟練者でなくても遠隔で操作で
きるようになれば、子育て中の女性社
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※日立建機グループのICT、IoTソリューションのひとつ
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